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二 宮 町 教 育 委 員 会 

 

 

 

 



 

１ 開 会 時 間            ９ 時      ３０ 分 

 

２ 閉 会 時 間            １２時      １５ 分 

 

３ 教 育 長 名      府  川  陽  一 

 

４ 署 名 委 員            

 

５ 出 席 委 員 

 

議 席 番 号 出  欠  席 氏          名 

１   蓮  實   茂  夫 

２    山  内   み ど り 

３  吉  田   美 佳 子 

４  原     道  子 

５   府  川   陽  一 

 

 

６ 出席者氏名      教育次長  宮川康廣 

             教育総務課長  黒石徳子 

生涯学習課長  三浦牧子 

教育総務課指導班長  下澤純二 

教育総務課指導班指導主事  伊庭しげみ 

教育総務課指導班指導主事  新井久美 

             教育総務課教育総務班長  竹本直昭 

             教育総務課教育総務班主査  寺口瑞紀 

 

７ 傍 聴 者      なし 

 

８ 調 製 者            教育総務課教育総務班主査  寺口瑞紀 



 

 

平成２７年度１１月教育委員会定例会会議録 

 

日時：平成２７年１１月２７日（金） 

９時３０分より 

場所：二宮町町民センター２Ａクラブ室 

 

― 開会宣言 ― 

（教育長）平成２７年度１１月定例教育委員会議を開催します。 

 

 

― 署名委員の指名 ― 

山内委員を指名する。 

 

 

― 教育長事務報告 ― 

（教育次長）１１月教育長事務報告・政策会議報告を資料に基づいて行う。 

（各課長）各課の事業報告・事業予定について資料に基づいて説明する。 

 

○（蓮實委員）教育長の事務報告、まちづくり移動町長室の中で、二宮西中学校でも自転車通学を

認めて欲しいという意見が出たということですが、二宮中学校で自転車通学を認めている基準は

どのようなものでしょうか。原委員、ご存知でしょうか。 

○（原委員）二宮中学校では、地区ごとで許可する範囲が決まっています。一色地区・緑が丘地区

が許可されていますので、一色小学校の学区の生徒が自転車通学を許可されています。 

○（教育長）二宮西中学校が自転車通学を認めていないのはどうしてでしょうか。 

○（原委員）一時認めていた時期はあったのですが、過去に事故があったため、認められなくなり

ました。また、百合が丘地区からの通学は坂が多くて、危険だということもあって、許可をしな

くなっていました。 

○（教育長）二宮西中学校でも保護者から自転車通学の話が出ることがあるのですが、保護者会等

の話し合いの中で、危険だから認めないという経緯があります。 

○（原委員）最近では、コミュニティバスの運行時間を中学校の下校時間に合わせるなど、中学校

の生徒が使えるようにエリアを調整するなどして、バスを使ってもらえるように調整を行ってい

るようです。 

○（教育長）子どもはコミュニティバスに 100 円使うより、他の事に使いたいと考えるようで、バ

スの利用は増えていないようです。 

○（原委員）子どもたちは登下校の距離を苦にしていないようですが、教師たちは夜暗くなってか

ら危ないのではないかと心配していました。 



 

○（教育長）二宮町では空家が増えていますので、自転車通学を認めれば住む人が増えるのではな

いかという思いもあるようです。 

○（山内委員）生涯学習課長から報告のあった、総合型地域スポーツクラブセミナーに出席させて

いただきました。スポーツだけではなくて、文化もあるということがうたわれていて、興味を持

ちました。地域の方が積極的にお話をなさっていて、二宮町には色々なスキルやノウハウをお持

ちの方がいらっしゃるのだと思いました。文化面も、二宮町にはラディアンという優れた文化施

設があるのですから、その施設や機能をうんと活用して、音楽や美術を町民がいつも楽しむ・発

信する、というような「地域文化クラブ」が今よりもっと充実していけばよいと、いつも思って

おります。今回のセミナーの中では実際的なリーダーが誰か、もしくは何処が中心におこなって

いくのかがきちんと認識できていなかったのではないかと感じました。 

○（生涯学習課長）総合型地域スポーツクラブの主体は町民の方です。町民の中から、クラブマネ

ージャーという中心になる方を選ぶものでしたが、立候補がいらっしゃらなかったため、決まり

ませんでした。準備の段階では、町も支援を行っていきますが、全面的に支援するのではなく、

町民の方に自主的に行っていただくものになります。 

○（山内委員）主体はどこにあるのか、支援はどの程度かなどを、あらかじめ関係者みんなでよく

認識してからの発進が望ましいかと思います。 

○（蓮實委員）私もセミナーに行きましたが、地域住民の参画が重要だということがよく分かりま

した。成功例をいくつかお聞きし、神奈川県 33 市町村の中では、海老名、葉山、大井、二宮な

ど、創設していないところは、ごくわずかということでしたが、どうしても作らなければいけな

いのかと疑問に思いました。費用のこともありますし、スポーツクラブの創設は、負担が大きい

ようですので、なかなか難しいと感じました。まずは、今回のセミナーで第一歩を踏み出したと

いうことは、評価できるのではないかと思います。 

○（教育長）今までの経過としては、スポーツ基本法が 2011 年 8 月に設立しました。それに基づ

いて国が作ったスポーツ基本計画の中に、コミュニティの中心となる総合型地域スポーツクラブ

を１つは作るという目標があります。それを受けて、町としては地域スポーツクラブをおこない

ませんかと呼びかけをする必要がありました。前回のセミナーは、参加者が数人しかいませんで

した。総合型地域スポーツクラブは、利益を目的としないスポーツクラブで、町が会議の場所な

どを提供することはできますが、財政的に支援をするなど、主体的に活動することはありえませ

ん。 

○（吉田委員）国や県から補助金のようなものはあるのでしょうか。 

○（生涯学習課長）いろいろな種類の補助金があります。まず、立ち上げの支援のための補助金が

あります。ただし、ある程度活動の実績を積むなどの厳しい条件があります。認められれば準備

に 2 年間、立ち上げてから 5 年間もらうことが可能です。 

○（教育長）補助金がなくなってから、つぶれてしまうケースもあるようです。 

○（吉田委員）会議をする場所を借りる費用はどうしているのでしょうか。 

○（生涯学習課長）準備委員会がきちんと立ち上がるまでは、教育委員会で使用料の費用は減免に

しています。 



 

○（吉田委員）組織が出来るまでにかかる費用を支払うということになってしまうと、ますます手

を挙げる人は少なくなってしまうのではないでしょうか。また、体育協会もありますので、その

協会の方達との調整はどうなのでしょうか。バレーボール協会の脱退が教育委員会議で話題にな

りましたが、色々なスポーツの団体がありますので、みなさんのニーズをよく聞いていただけた

らと思います。 

○（山内委員）セミナーには、体育協会の副会長さんが出席されていました。また、今回の会場の

使用料は無料になる旨も生涯学習課の方できちんと説明をしていました。 

○（吉田委員）何人ぐらい参加者がいれば運営することが出来るなどは分かっていると思いますの

で、そのような事情も含めて広く周知するといいと思います。報告の中にありましたが、広報に

のみやとお知らせ版が一つになってしまうということですので、ホームページを見ることが出来

ない方への広報の仕方を工夫していただきたいです。 

○（蓮實委員）生涯学習課の事業報告で 11 月 12 日に子ども野外研修実行委員会で、野外キャンプ

が 2 泊 3日から 1 泊 2日になることについて、どのような意見が出たのでしょうか。 

○（生涯学習課長）2 泊 3 日で続けてきた歴史があるので、1 泊 2 日にすると子どもたちの体験す

る内容が薄くなってしまうのではないかという意見は出ました。しかし、子ども会のお母さんた

ちが、子どもを 2 泊 3 日置いていかなければいけなかったので大変だったという意見も出ていま

した。 

○（吉田委員）教育長が将来学校でキャンプを実施するという話をしたので、それなら生涯学習課

の野外キャンプが縮小されるのは仕方ないというように感じました。また、参加人数が５０％を

割ってしまったというのも縮小された 1つの理由になっていると思います。育成会の会長さんも

残念だという気持ちはお持ちだと思いますが、実際にキャンプに行く役員の保護者から縮小の意

見があがっていましたし、残念ですが子どもが来ないのでは意味がないということで、1泊 2 日

ということで納得されたようです。 

○（教育長）恵友会の方も人数が減ってきていますし、子ども会の加入率も７０％を割ってしまっ

ています。野外活動の参加率は４６％です。私は今の子育て世代にあった形に変えていかなけれ

ばいけないと考えていて、昔からやっていたことにこだわらずに、新たな活動を考えて欲しいと

思っています。 

○（原委員）キャンプを小学校で実施するということが見込まれる中で、学校だけで行うのは発想

が固定されてしまうので、子ども会のキャンプと学校のキャンプが上手く一緒にやっていければ

いいのではないでしょうか。これまでの子ども会のキャンプのノウハウを上手に取り入れていけ

ればいいなと思います。 

○（教育長）学校が核になって、地域と総合的に学校の行事を行う、コミュニティ・スクールのよ

うになっていければいいと思います。 

 

 

 

 



 

― 付議事項 ―  

議案第１３号 二宮町ふるさとの家条例を廃止する条例（案）について 

 

非公開 

 

 

議案第１４号 平成２７年度二宮町一般会計補正予算（案）について 

 

非公開 

 

 

議案第１５号 全国学力学習状況調査の結果について 

 

非公開 

 

 

― 報告・協議事項― 

（１）平成２８年度二宮町教育委員会当初予算要求について 

 

非公開 

 

 

（２）二宮町・町内一周継走大会について 

（生涯学習課長）二宮町・町内一周継走大会について資料に基づいて説明。 

 

 

（３）各種委員等選任の確認について 

（教育総務班長）各種委員等選任の確認について資料に基づいて説明。 

 

 

（４）その他 

 

 

― 次回教育委員会予定 ― 

（教育総務班長）次回教育委員会議の日程及び出席を要する主な行事について資料に基づいて説明。 

 

 



 

― 閉会宣言 ― 

（教育長）平成２７年度１１月定例教育委員会議を終了いたします。 

 

 

1２時１５分 終了 


